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研究成果の概要（和文）：本研究では，インターネット上のテキストを利用することによって，英語語彙問題を
自動作成する新しい手法を提案し，その実用性について評価をおこなった．より多様で，時世に即した問題を作
成するために，コンピュータによって試験問題を自動作成する研究がおこなわれているが，従来の研究が，あら
かじめ人手で作成された辞書などの資源を使って問題を作成していたのに対して，本研究では，インターネット
上のテキストを利用することによって，より新鮮で多様な問題を作成する新しい手法を提案し，作成した問題を
実際に英語学習者に解かせることにより，問題の質が人間が作成した問題に比べて遜色がないことを確認した．

研究成果の概要（英文）：We proposed a novel method for automatically generating English vocabulary 
tests. The English vocabulary question is a multiple-choice question consisting of a target word, a 
reading passage, a correct answer and distractors. Given a target word, we generate a reading 
passage from Web texts retrieved from the Internet, and then employ that reading passage and the 
WordNet lexical dictionary for generating question options. Two kinds of evaluation were conducted 
considering two aspects: (1) measuring English learners’ proficiency and (2) their similarity to 
the human-made questions. The first evaluation is based on the responses from English learners 
obtained through administering the machine-generated and human-made questions to them, and the 
second is based on the subjective judgement by English teachers. Both evaluations showed that the 
machine-generated questions had comparable quality with the human-made questions.

研究分野： 計算言語学，自然言語処理
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１．研究開始当初の背景 
グローバル⼈材育成の重要性が⾼まってい

る中，TOEICやTOEFLに代表される英語能
⼒試験が活⽤されている．これらの試験の参
考書は多く出版されているが，これらはみな
⼈⼿で作られており，その問題作成には多⼤
な労⼒を要する．⼀⽅で，インターネットユ
ーザの約29%は英語の使⽤者であるという
統計があり，これは英語テキストがインター
ネット上に⼤量に存在することを意味してい
る．より多様で，時世に即した問題を作成す
るために，コンピュータによる⾔語処理技術
を⽤いてこのような英語能⼒試験の問題を⾃
動作成しようという研究，特にテキスト中で
指定された語(句)と同じ意味を表わす選択肢
を選ぶ形式で語彙能⼒を問う語義選択問題を
作成する研究がおこなわれてきた．しかし，
これらはいずれも⼈⼿で⽤意された資源を使
って問題を作成している．我々はこれまでに
インターネット上のテキストを利⽤して，既
存の英語辞書に新しい情報を追加する研究を
おこない成果をあげてきた．この成果を活か
し，我々はインターネット上の膨⼤な英語テ
キストを利⽤して語彙問題を⾃動作成するこ
とを着想した． 

２．研究の⽬的 
本研究では，インターネット上のテキスト

を利⽤することによって，英語能⼒試験の問
題を⾃動作成する新しい⼿法を提案し，その
実⽤性について評価をおこなうことを⽬的と
する．具体的には以下の2つの研究項⽬を設
定する． 
【問題の⾃動作成】語の意味を選択肢から選

ばせる語義選択問題では，まず，問題と
する語がテキスト中でどの意味(語義)で
使われているかを正確に同定する必要が
ある．これを実⽤上⼗分な精度で実現で
きる⼿法を開発する．さらに，同定した
語義に基づいて，正解の選択肢と不正解
の選択肢を作成する．最終的には与えら
れた語について，その語を含むテキスト
をインターネットから取得し，それに基
づいて選択肢を⽣成し，問題を作成する
プロトタイプを構築する． 

【⾃動作成した問題の評価】従来は，⾃動作
成した問題を英語教師によって主観的に
評価する評価法が中⼼的であった．この

主観評価に加え，本研究では英語学習者
に⾃動作成した問題を解かせ，同⼀学習
者の⼈⼿で作成した問題に対する解答と
⽐較することにより，その実⽤性の評価
をおこなう． 

従来の研究は既存の辞書などを利⽤して問
題を作成したの対し，本研究ではインターネ
ット上のテキストを利⽤する点に特⾊があ
る．これにより，最新のテキストにおける語
の意味を問う問題が作成できる．また，従来
の研究では，選択肢が⼀語に限定されている
ものがほとんどである．しかし，語の意味を
複数の語で⾔い換えることも可能であり，こ
のような複数語の選択肢を含む問題の⾃動作
成はこれまで試みられたことがなかった．こ
の研究の成果は，英語教師の問題作成の⽀
援，また，英語学習者が⾃習時に⾃動作成さ
れた問題を解くことによって，多様な問題に
触れる機会を与えるなどの効果が期待でき
る． 

３．研究の⽅法 
以下の⼿順で研究を進める． 

(1) 語義選択問題の分析 
本研究で対象とする語義選択問題につい

て，⼊試で作成された既存の問題を英語試験
の参考書などから収集し，「⼤学英語教育学
会基本語リスト」に基づくJACET8000英単
語を参考にして，出題される語彙の範囲，難
易度，正解と不正解の選択肢の関連性などに
ついて分析をおこない，問題がどのような観
点を考慮して作成されているかを明らかにす
る．収集する問題は500問から1,000問程度
を予定しているが，必要に応じて増減するこ
とも検討する．特にコーパス⾔語学の知識を
応⽤しながら分析検討をする． 
(2)  指定した語義(語)を含む⽂脈検索 

上述のとおり指定した語義の意味で語が使
われている⽂脈 (テキスト)をインターネッ
ト上から検索する処理は本研究の中核部分で
ある．評価のための対象語として，参考書か
ら100語程度を選択し，各語の語義を英語語
彙WordNetを参考にランダムに選び，その
語義で語が使われている⽂脈をインターネッ
ト上から検索する．評価⽤の100語の選択に
ついては(1)の分析結果から得られた知⾒を
ふまえて，問題作成の観点が偏らないように
配慮する．検索はGoogle，Yahoo，Bingな



どの⼀般の検索エンジンを⽤いる予定である
が，検索結果を，今回の⽬的に合致した独⾃
の⽅法によって再ランキングする必要があ
る．この再ランキングの⼿法が重要となる
が，現在のところ選択したWordNetの語義
に付与されている例⽂と検索したテキストに
現われる対象語の周辺の語との関連性をスコ
ア化することによってランキングすることを
検討している．評価⽤の100語についてラン
キングの精度が上るようにスコアリングの⽅
法を検討する． 
(3) 正解の選択肢の⽣成 

(2)の⼿法が確⽴されれば，対象語のある
語義と対象語がその語義で使⽤されているテ
キストの組が得られる．正解の選択肢はこの
語義と同義の語義を持つ語を選ぶことによっ
て⽣成できる．正解の選択肢はWordNetに
記述された同義語あるいは，語の定義から選
択するが，この際に問題としての適切性を考
慮 す る 必 要 が あ る ． た と え ば ， 
"tentatively"と同義の選択肢として"in a 
tentative manner"のように⽂字列が重複す
るものを正解の選択肢として使⽤するのは 
"tentatively"の意味を理解していなくても選
択できる可能性があり，正解の選択肢として
は適切ではない．(1)の分析結果をふまえ
て，このような⽂字列の⼀致の他に，問題の
適切性としてどのような点を考慮するべきか
を明らかにし，それを考慮した上で正解の選
択肢を⽣成する⼿法を検討する． 
(4) 不正解の選択肢の⽣成 

(1)でおこなった問題分析の知⾒，特に正
解と不正解の選択肢の関連性をふまえて，不
正解の選択肢を⽣成する⼿法について検討す
る．ひとつの可能性として，⽂脈中で対象語
と共起している語の類義語などを不正解の選
択肢として使うことを検討している． 
(5) ⾃動作成した問題の主観的評価 

(1)から(4)の研究項⽬の結果をふまえて語
義選択問題を⾃動作成するプロトタイプを構
築し，⼈⼿で作成された既存の問題と同じ対
象語について問題を作成し，英語教師による
主観的な評価をおこなう．そのフィードバッ
クをふまえて各研究項⽬の内容を洗練する． 
(6) ⾃動作成した問題の客観的評価 

⾃動作成した問題を英語学習者に解かせ，
⾃動作成した問題を評価する．学習者の数は
100名程度，問題数はひとりあたり60問程度

を予定している．まず，対象語の集合につい
て⼈⼿で作成された問題と⾃動作成した問題
を⽤意する．それぞれの問題集合を半分に分
け，対象語が重複しないように，半分ずつを
⼊れ換える．学習者を半分に分け，それぞれ
に別の問題集合を割当てる．これにより，各
学習者は⼈⼿作成と⾃動作成の問題を半数ず
つ解くことになる．評価の分析は，問題の信
頼性，妥当性，識別⼒の観点から項⽬応答理
論モデルを基におこなう． 

４．研究成果 
英語語彙問題を⾃動作成する以下のような

⼿法を提案した．英語の語彙問題は(1)対象
となる語，(2)対象語が使われている短いテ
キスト，(3)テキスト中の対象語と同じ意味
を持つ語 (正解の選択肢)，(4)テキスト中の
対象語とは異なる意味を持つ語 (ディストラ
クタ)の4つの要素から構成されている．解答
者はテキストを読み，選択肢の中からそのテ
キスト中で使われている対象語の意味と同じ
意味を持つ語を選択肢の中から選ぶことにな
る． 

提案⼿法では，⼊⼒として対象語とその対
象語の語義を与え，対象語がその語義の意味
で使われているテキストをインターネット中
から検索し，辞書から対象語の指定された語
義と同じ意味を持つ語，および違う意味を持
つ語を選択することによって語彙問題を構成
する．ここで難しいのはインターネット中か
ら指定された語義で使われている対象語を含
むテキストをどうやって⾒付けるかという点
である．テキスト中の語の語義を同定する課
題は⾔語処理の分野では「語義のあいまい性
解消」と呼ばれており，⻑い研究の歴史があ
るが，テキストによっては⾼精度で語義を同
定することは困難だと⾔われている．本⼿法
では与えられたテキスト中の語義を同定する
のではなく，与えられた語義を含むテキスト
を探索することによって，語義あいまい性解
消の困難さを回避している点が重要な貢献で
ある．⾔い⽅を変えると語義あいまい性の簡
単なテキストを選択することによって語義の
同定精度を上げているともいえる． 

予備実験の結果では，典型的な語義あいま
い性解消の⼿法の精度が60%程度であるの
に対して，提案⼿法では95%を越える精度
で指定された語義とその語義の意味で対象語



が使われているテキストを取得することがで
きた．提案⼿法によって⾃動作成した語彙問
題を7名の英語教師が評価した結果，半数以
上の問題が⼗分な質であるという判定を受け
た． 

さらに提案した英語の語彙問題の⾃動作成
⼿法をシステムとして実装し，システムで作
成した質問の評価実験を中⼼に研究をおこな
った．対象語とその語義の1つを⼊⼒とし
て，システムは⽂章中の対象語に最も近い意
味を求める多肢選択問題を作成する．評価に
あたっては，作成した問題が(1)英語学習者
の語彙⼒をどの程度正しく測定できるか，
(2)⼈間が作成した問題と⽐べてその質は⼗
分かの2つの側⾯を考慮して評価をおこなっ
た． 

評価(1)では，⾃動作成した問題と⼈間が
作成した質問をそれぞれ25問⽤意し，これ
を79名の⼤学⽣に解かせ，各学⽣の英語標
準テスト(TOEIC，TOEFL，CASEC)の得点
と⽐較し，両者の関係についていくつかの観
点から分析をおこなった．まず，⾃動作成し
た問題と⼈間が作成した問題の成績には
0.63と正の相関があることを確認した．次
に古典的テスト理論に基づき，difficulty 
indexとdiscrimination indexを計算して項
⽬分析をおこなった．さらに，Neural test
理論に基づき，item category reference 
profileを正解，ディストラクタについて計算
した．その結果，いずれの理論においても⾃
動作成した問題が学⽣の英語語彙能⼒を測る
上で遜⾊がないことがわかった． 

評価(2)では⾃動作成した問題と⼈間が作
成した問題を25問ずつをランダムに混合
し，8名の英語教師に主観評価をさせた．評
価項⽬としては，機械によって作成された問
題と⼈間によって作成された問題をどの程度
区別できるか，その判断の根拠となる問題の
特徴は何か，問題が実試験に使⽤可能かとい
った観点を⽤意した．その結果，25問中18
問についてはそのまま実試験に使⽤可能であ
るという判定を得た． 

以上，提案⼿法によって⾃動作成された問
題は，英語の語彙能⼒を測定する上で⼈間が
作成した問題と同等のレベルであることを確
認した． 
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